
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































後には仙台第一中学校の教員をした人である。 」としている。樗牛は実父に宛てて、 「 々厳格之人にて、
（中略）
以来は御手紙之肩


















































































日実妹直子宛書簡に、 「写真の事承知いたし候」と り 病気あげくにて少 くやせたれば、いま十余日を経て後、健康な 顔うつし御送申べく候。 」とある。直子の要望によって撮影されたことがわかる。なお、この直子宛書簡の一部は、増補縮刷『樗牛全集』第六巻
（前掲）
巻頭口絵写真に続く




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年四月九日親信宛書状には、 「御姉上様の御病状」 「不容易の御模様」とある。二九年二月二一日実父宛書簡に、 「不吉の電音唯今被見とあり、死亡を知ったもようである。
3　「上野璋君ニ面会」 「何れ其内

































































































に拠ると「去十日ごろより風邪の気味」 、 学校もやすみがち」であったが、 「十六日は文科大学生一同の遠足会」 、 委員の役にて」同行した。しかし無理がたたり「今日は」 「学校の医に見てもらひにまゐり候」 「多分持病の気管支カタルならんと存候」とあ ように快復が遅れ、一一月二七日 実父宛葉書
（ 『全集』）
に、 「入院致候」



























































































差出時の消印は、 「十二月」のみが明らかである。 ただ、 文中に、 昨十八日」とあるから 日付は一九日と考えてよかろう。年は、消印の末尾が の年。 「轉地療養」内容からして、二八年一二月一九日の消息と見 よい 。 『全集』も同 日付。
2　
差出人住所には、 「小林や」
とあるが、 『全集』註は、 「宿は「ふるや」 」とした。 『明治文学全集』
40（前掲）
「年譜」 も、 「十八日に 「ふ














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































しかし、 「古物は月貸拾五円位のも 千円にて購求致可得相場に御座候。 」ともあって、すぐに支払える金額で


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































でございました。それでも、自分では行くつもりで りま た いよ〳〵見合せといふことになりま たら、それは〳〵弱つて居りました。気の毒な位でございました。
　「それでも、自分では行くつもりで居りました」と妻はいう。　一つ目は、病。二つ目は、文部省。そして、三つ目の理由が、故郷両親の説得にあったと思われる。三月三一
日、 「東京より／群馬県太田町の三浦菊太郎氏へ」として『全集』に収録された手紙に次のように記してい
色々事情有之候て、洋行は相止め申候。医師は大抵無差支と云ひ、自らも無 可と信じ候へども 故郷の両親大の不賛成にて、如何とも がたし。こゝは一番観念所とあきらめ、
（略）
此にて元の杢阿弥に相成申候。
　「故郷の両親大の不賛成」は、樗牛にとって、それだけ大きなものであったということである。両親は、何を以て不賛成としたのか。あるいは、不賛成の旨を語る両親の内に、樗牛は何を見たのか。高山樗牛という人物を論ずる場合の一つの論点として、注目しておきたい。
